
２０１９年度事業計画書 
 

 

「基本方針」 
正直な心でまちづくり 

（重点活動項目） 

一、 創立６０周年記念大会 

一、 鳥取ＪＣシンボル事業の確立 

一、 参画型事業の推進 

一、 活動をよりグローバルへ 

 

「平成 ３１年度事業方針」 

基本方針に基づき、下記の具体的な活動を推進する。 

委員会名 内容 

60周年実行特別委員会 創立 60周年記念式典の実施 

創立 60周年記念シンボル事業の実施 

総務渉外委員会 新年祝賀会 

会員交流委員会 定例会の運営 

卒業式 

組織力向上委員会 日本人としての在り方研修プログラムの実施 

研修会員の研修会の実施 

社会参画委員会 青少年の社会参画意識向上 

若草学園施設交流会の実施 

国際交流委員会 国際的理解及びグローバルに向けた取組み 

地域コミュニティ委員会 地域の活性化及びコミュニティを形成する取組み 

因幡の魅力委員会 因幡の魅力と経済が好循環する取組み 



「事業実施内容」 

 

【公益事業】 

 

公益事業①  地域住民の集まる場を作り、地域コミュニティを活性化させる事業。 

  

・地域住民の相互交流の機会を作ることでコミュニティ形成・活性化を行う。(地域コミュニティ委員会) 

 

 

 

公益事業② 地域の人々とともに子ども達の成長へ繋げ、郷土愛と自主性を備えたリーダーを継続的に創

出する取組み。 

 

・青少年に対し、因幡地域の未来を考える主権者としての参画意識を醸成する事業。(社会参画委員会) 

・若草学園施設交流により日頃経験することのできない遊びを体験してもらうことで、園児達に心から 

感動するような、喜びや楽しみを感じていただく事業。(社会参画委員会) 

 

 

 

公益事業③ 因幡の豊かな自然環境とその特徴を観光資源として活用し、多くの人とともに「環境」と

「経済」が好循環するまちを創る事業。 

 

・因幡の魅力と経済が好循環し、多くの人が集まるまちへ発展を加速させ、これから描く次の未来の創造

へと繋げる事業。（因幡の魅力委員会） 

・因幡の魅力を多くの方に発信し、交流をもって繋がりを築き、因幡地域にさらなる活力を与える事業。

（６０周年実行特別委員会） 

 

 

 

公益事業④ 地域の人々に国際的理解及び親善に向けた意識向上を図る事業。 

 

・因幡市民の国際的相互理解と親善に向けた意識を高め、因幡地域における国際交流の在り方やその重要

性を認識する事業。（国際交流委員会） 

 

 

 


